
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いかない（知らない人にはついて行かない） 

 

 のらない（知らない人の車に乗らない） 

 おおごえをだす（助けて！と大声を出す） 

 しらせる（近くの大人に何があったか知らせる） 

 すぐ逃げる（連れていかれそうになったら、すぐ逃げる） 

 
 

市
町
村
だ
よ
り
（
由
利
本
荘
市
） 

  
 

見
守
り
隊
員
へ
の
「
あ
り
が
と
う
」 
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ッ
セ
ー
ジ 
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秋田県生活環境部 県民生活課 

  電   話 ０１８－８６０－１５２３   ＦＡＸ  ０１８－８６０－３８９１ 

  E- mail  kotsu@mail2.pref.akita.jp 
  Ｕ Ｒ Ｌ  http://www.pref.akita.lg.jp/seikatu/ 

標語著作者～警視庁・東京都教育庁 

「
お
ら
ほ
の
防
犯
団
体
」 

 

御
所
野
児
童
見
守
り
協
力
会
（
秋
田
市
） 

 

       

県
か
ら
の
お
知
ら
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秋
田
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
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御
所
野
地
区
は
、
秋
田
新
都

市
開
発
で
建
設
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
あ
り
、
御
所
野
小
学

校
は
平
成
四
年
に
開
校
し
て
い

る
。 高

速
道
路
Ｉ
Ｃ
や
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
便
が
よ
い
た
め
、

こ
の
二
十
年
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
商
業
施

設
や
物
流
企
業
な
ど
が
多
数
進

出
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
交
流

人
口
が
増
加
し
、
犯
罪
や
交
通

事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
た
。 

そ
の
中
で
、
平
成
十
六
年
十

月
に
自
主
防
犯
団
体
「
御
所
野

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
力

会
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
現

名
称
に
変
更
し
、
地
域
の
安
全

と
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を
続

け
て
い
る
。 

今
年
、
結
成
十
周
年
を
迎

え
、
小
学
校
低
学
年
だ
け
で
下

校
す
る
毎
週
火
・
木
曜
日
に
見

守
り
活
動
を
続
け
て
い
る
ほ

か
、
愛
犬
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
の

増
強
、
青
色
回
転
灯
車
両
に
よ

る
毎
日
随
時
の
巡
回
、
「
ポ
イ

捨
て
ゴ
ミ
」
を
拾
う
美
化
活
動

等
に
務
め
て
い
る
。 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
契

機
に
地
域
の
大
災
害
に
備
え
、

小
学
校
や
町
内
会
の
要
請
に
よ

っ
て
、
隊
員
が
出
動
、
協
力
、
応

援
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い

る
。 

表紙 

 佐
々
木
会
長
の
コ
メ
ン
ト 

シ
ニ
ア
六
十
名
余
り
で
組
織

し
、
十
四
町
内
の
隊
員
を
四
班

に
分
け
、
月
に
各
二
回
出
動
し

て
、
不
審
者
や
犯
罪
者
の
出
没

抑
止
と
児
童
の
交
通
安
全
に
努

め
て
い
る
。 

通
学
路
に
立
つ
と
子
ど
も
た

ち
の
明
る
い
あ
い
さ
つ
か
ら
、

毎
日
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
隊
員
の
研
修
意
欲
も

旺
盛
で
、
各
種
防
犯
講
習
会
の

参
加
者
も
多
く
、
こ
れ
か
ら

も
、
犯
罪
や
事
故
が
な
い
よ

う
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
頑
張
り
た

い
。 

  

校
長
の
コ
メ
ン
ト 

 

協
力
会
の
皆
さ
ん
の
街
頭
指

導
や
心
温
か
い
見
守
り
で
子
ど

も
た
ち
が
安
心
を
い
た
だ
き
、

登
下
校
時
の
事
故
の
発
生
も
無

く
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。 

 

毎
年
秋
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
手
作
り
で
「
安
全
安
心
感
謝

の
会
」
を
開
き
、
感
謝
の
歌
や

手
紙
を
贈
り
、
協
力
会
の
皆
さ

ん
に
直
接
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
い
る
。 

御所野児童見守り 
協力会 （秋田市） 

御
所
野
小
学
校
で
「安
全
安
心
感
謝
の
会
」が
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
感
謝
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

子どもたちからの感謝の手紙 １ 

～ 

子
ど
も
た
ち
か
ら 

 

感
謝
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た 
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今年度の「安全・安心まちづくり功労者」として、次の

４団体１個人が表彰されました。 

受賞者の皆様おめでとうございます。 

・わらべ守り隊  （大館市） 

・ストーンレークス  （北秋田市） 

・脇一っ子守り隊  （男鹿市） 

・自主防犯パトロール隊「絆」 （にかほ市） 

・大里 廣明 さん （鹿角市） 

  

  各種お問い合わせ先  県民生活課  電話  018－ 860－ 1523 FAX 018－ 860－ 3891 

 

 

 

＜講 演＞ 
地域安全マップの考案者で、犯罪学の専門家 
立正大学 教授 小宮信夫 氏から 

「子どもと地域を犯罪から守るためには何が必要か」
と題して御講演をいただきました。 
 
・日本では「防犯意識は高いが、防犯知識が低い」と
の指摘があり、防犯における世界の常識等について、
映像と防犯クイズで解説されました。 
 
○防犯にとって重要なのは、犯行の機会を減らすこと 
○地域安全マップの正しい作成の方法 
○犯罪者が好きな場所は、入りやすく見えにくい場所 
○効果的な、ホットスポットパトロール など、 
参加者の防犯知識が向上しました。 
 

 

交通安全の意識を高め、耳慣れた秋田弁で広く県民に交通事故防止を呼びかけるため、 

秋田弁を使った「交通安全作品コンクール」の川柳を６５歳以上の皆さんから募集し、 

２１０人の中から次の方が受賞しました。御応募いただいた皆様、ありがとうございました！ 

日   時 平成２６年１０月１１日（土） １３：００～１６：００ 

 
反射ざい 俺もつけるし オメだもな 
（ 反射材  俺も付けるから  みんなも付けよう ） 

うるだぐな 赤の次には 青が来る 
（ 急がない  赤信号の次は  青信号 ） 

三 浦 崇 志さん（三種町） 

小 松 隆 義さん（秋田市） 

最優秀賞 

優秀賞 

場   所 

２ 

佳作：高橋 憲光さん（横手市）、佐野 嘉永さん（大仙市）、 湯元 正さん（由利本荘市）、伊藤 導水さん（横手市）、岩谷 キミ子さん（能代市） 

県 
か 

ら 
の 

お 
知 

ら 
せ 

 

安全安心まちづくり功労者を表彰 

北秋田市交流センター 

＜講 話＞ 

警察本部生活安全企画課 係長 高杉博樹 氏から 

「地域安全ネットワーク活動の活性化について」と題して御

講話をいただきました。 

 

○県内の刑法犯認知件数は、平成13年に過去最高の１万２

千件だったが、平成２５年は３分の１まで減っている。 

しかし、まだ４千件の被害があり、警察、行政と連携した

地域の自主防犯活動が重要とのお話がありました。 

＜軽音楽ミニコンサート＞ 

安全安心まちづくり功労の団体表彰を受賞したストーン

レークスの皆さんによるムード音楽、歌謡曲の演奏と

代表の相馬久夫さん 

による防犯トークが 

ありました。 
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  件数    被害額 

H２４年   ２３件  約５，８００万円 

Ｈ２５年 ７６件   約３億円 

 

３

３ 

特殊詐欺に御用心！ 

１、特殊詐欺とは？ 

２、県内の被害状況 

 平成２４年は２３件、約５，８００万円の被害でしたが、平成２５年は７６件、約３億円の

被害で、認知件数で約３倍、被害額は約５倍に達しています。 

 本年１０月末では、既に６７件、約２億４，５００万円の被害となっています。 過去最悪

であった昨年より、件数では１３件増加、被害額では約１，０００万円増加となっており、

極めて深刻な事態となっています。 

３ 被害に遭わないための注意事項 

 電話で現金を要求し、 

○レターパックや宅配便で現金を送るよう指示するもの 

○「お金を直接受け取りに行く」と指示するもの 

○スーパー等に設置された ATMを指定して現金を振り込ませるもの 

は、詐欺の手口です。 

対面せず電話等により、口座への振り込みや郵送等により現金をだまし取る手口の

詐欺を特殊詐欺と呼んでいます。 

絶対に現金を送らないようにするとともに、 

最寄りの警察署へ相談してください。 

（秋田県警察本部提供資料より作成） 

秋 田 県 警 察 か ら の お 知 ら せ 

 

・オレオレ詐欺    ・架空請求詐欺   ・融資保証金詐欺 

・還付金等詐欺の振り込め詐欺 

・金融商品等取引詐欺（社債や未公開株などの取引を装う） 

・ギャンブル必勝情報の詐欺 

（パチンコの必勝法、宝くじの当選番号を教える） 

＜特殊詐欺の一例＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

由利本荘市からのお知らせ 

 

 

 
 

由利本荘市防犯協会矢島支部では、最
近の社会情勢を鑑み、中高生に身近なス
マホの使用によるトラブルに対して巻
き込まれないように防犯意識の啓発を
行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校・高校の前でティッシュを配布しながらの声

かけ活動の様子です＞ 

 

問い合わせ先  

由利本荘市（矢島総合支所市民福祉課） 

電話 ０１８４－５５－４９５９ 

  FAX  ０１８４－５５－３４０５ 

市 町

0

1 

村 だ よ り 

ここはキケンなのかな？

みんなで考えよう！！ 

◆ 編集後記 
   いよいよ本格的な寒さの到来です。冬道は視界が悪く、凍結で滑りやすくなります。厳しい環境の中で 
毎日見守りを続けている隊員の皆さんに敬意を表します。 

    今年度２回目の「いか通」発行も、９月の予定が１２月になってしまいました。 
次回は来年度になります。「紹介してほしい団体」や「各種情報提供」の御連絡をお待ちしております。 

４ 

スマホのトラブル予防を 

呼びかけました！ 

 

提 供 数 帽子・ベスト ５セット１組×１０団体分 
 
対象団体 県内に所在し、自主的に防犯活動に取り組んでいる 

団体を対象とします。※行政及び行政が設置した機関・ 
団体の応募は御遠慮ください。 

 
応募方法 官製はがきに、団体名、代表者名、連絡先（住所・ 

電話番号）を記入のうえ、下記の宛先に御応募くだ 
さい。 

 
募集締切 平成２７年１月９日（金）まで 

（当日の消印有効） 
 
留意事項 応募多数の場合は、抽選となります。 
 
そ の 他 提供が決定した団体には、後日電話等で連絡します。 
 
＜応募先・問い合わせ先＞ 
（一社）生命保険協会 秋田県協会 
 〒010-0951秋田市山王3-1-12 太陽生命秋田ビル6階 
          TEL 018-865-0016/FAX 018-888-1706 
 
   
 

 

地域の防犯活動を支援するため、（一社）生命保険協会 秋田県協会では、防犯パトロール用
の帽子とベストをセットにして無償で提供します。 
希望する団体は、次の応募要項を確認のうえ御応募ください。 

＜帽子とベスト＞ 

活 

動 
団 

体 

掲 

示 

板 

 
見守り隊員への「ありがとう」メッセージ 

 見守り隊員の皆さんに子どもたちから感謝のメッセ
ージが届きました。 
 
 

※ 応募されたメッセージは下記の県公式Ｗｅｂサイトに
掲載しましたので、ダウンロードして御活用ください。 
 
美の国あきたホーム ＞防災・安全 ＞防災・安全安心  
＞安全で安心なまちづくり ＞見守り隊員へのありがとう
メッセージ集 

問い合わせ先  県民生活課 
電話 ０１８－８６０－１５２３ 
FAX  ０１８－８６０－３８９１ 

秋田市立土崎小学校 横手市立朝倉小学校 

三種町立森岳小学校 由利本荘市立子吉小学校 


